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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第19期
第２四半期
連結累計期間

第20期
第２四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,921,505 2,730,070 4,448,183

経常利益 （千円） 81,213 20,726 223,291

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 53,858 12,474 121,720

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 53,413 13,157 121,341

純資産額 （千円） 843,486 988,405 975,248

総資産額 （千円） 1,459,080 2,402,909 2,798,141

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 19.16 4.25 42.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 18.86 4.21 42.10

自己資本比率 （％） 57.8 41.1 34.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 51,094 △28,466 598,215

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △22,420 △110,584 △54,217

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 6,631 △296,338 269,608

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 287,953 630,864 1,066,254

 

回次
第19期
第２四半期
連結会計期間

第20期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.14 8.48

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当社は、平成29年５月18日開催の取締役会及び平成29年６月28日開催の定時株主総会の決議に基づき、平成29年

10月２日付で当社を分割会社とする会社分割（新設分割）を実施し、持株会社体制へ移行いたしました。

　詳細は、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　[注記事項]（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果もあり、企業収益や雇用情勢に改善が

見られ、緩やかな回復基調が続きました。一方、世界経済は米国や欧州では緩やかに景気は回復しているものの、

アジア新興国、資源国等の景気減速、米国政権の政策動向や北朝鮮情勢の緊迫化などの不安要素があり、依然とし

て先行き不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況の下、当社グループはクライアント企業がより戦略的で有効な顧客接点（チャネル）を構築し、

企業価値を最大化しうる顧客対応が実現できるよう当社の持つコンサルティング、ＩＴ、アウトソーシングのノウ

ハウを活用したトータルな支援を行ってきました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,730,070千円（前年同四半期42.1%増）、営業利益

25,314千円（前年同四半期69.6%減）、経常利益20,726千円（前年同四半期74.5%減）、親会社株主に帰属する四半

期利益12,474千円（前年同四半期76.8%減）となりました。

 

　セグメントの業績は以下のとおりです。

　ＩＴ＆コンサルティング事業では、２月に子会社化したタイムインターメディア株式会社の売上分が増加し、新

規でブロックチェーン案件も獲得するなど順調に推移しました。一方、利益面ではタイムインターメディア株式会

社の販管費分が増加したことやプロジェクト利益率の低下などがありました。その結果売上高は1,511,689千円

（前年同四半期79.4%増）、セグメント利益は215,118千円（前年同四半期15.4%減）となりました。

　アウトソーシング事業では、ストックビジネスとして着実に成長を続けており、売上高は1,218,380千円（前年

同四半期12.9%増）、セグメント利益は205,140千円（前年同四半期8.4%増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比べ

435,389千円減少し、四半期末残高は630,864千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、28,466千円（前年同期は51,094千円の収入）であります。これは主に、減価償

却費54,927千円があったものの、仕入債務の減少141,718千円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、110,584千円（前年同期は22,420千円の支出）であります。これは主に、無形

固定資産の取得による支出42,635千円、有形固定資産の取得による支出37,344千円があったことによるものであり

ます。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、296,338千円（前年同期は6,631千円の収入）であります。これは主に、短期借

入金の減少額186,684千円、長期借入金の返済による支出154,430千円があったことによるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は1,531千円です。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,980,000

計 10,980,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,937,953 2,937,953
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 2,937,953 2,937,953 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 2,937,953 － 597,029 － 300,583
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

シンプレクス株式会社 東京都港区虎ノ門１-23-１ 438,900 14.93

丸山　栄樹 東京都調布市 382,400 13.01

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１-６-１ 152,800 5.20

ＳＢＳホールディングス株式会社 東京都墨田区太平４-１-３ 140,400 4.77

バーチャレクス従業員持株会 東京都港区虎ノ門４-３-13 119,200 4.05

黒田　勝 東京都調布市 90,000 3.06

丸山　勇人 東京都多摩市 72,000 2.45

世良　彰裕 広島県広島市南区 47,700 1.62

佐藤　孝幸 神奈川県横浜市保土ケ谷区 42,370 1.44

株式会社ＳＩＭＰＬＥＸ
東京都千代田区丸の内１-５-１

新丸の内ビルディング27階
36,000 1.22

計 － 1,521,770 51.79

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,937,000 29,370 －

単元未満株式 普通株式　　　　　953 － －

発行済株式総数 2,937,953 － －

総株主の議決権 － 29,370 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
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２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員
 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（株）

就任年月
日

監査役 ― 古川　秀夫
昭和24年
４月18日生

 
昭和49年11月 アーサーアンダーセンアンド

カンパニー(現アクセンチュア

株式会社) 入社

平成８年７月 株式会社ベスト電器入社

平成11年４月 雇用促進事業団(現 高齢・障

害・求職者雇用支援機構) 入

団

平成13年４月 株式会社バーチャレクス(現当

社)入社

平成29年６月 バーチャレクス九州株式会社

監査役就任（現任）

平成29年９月 当社監査役就任（現任）

 

（注） 500
平成29年
９月30日

（注）退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成31年３月期に係る定時株

主総会の終結の時までであります。

(2）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常勤監査役 ― 黒川　邦秋 平成29年９月30日

 

(3）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性９名　女性―名　（役員のうち女性の比率―％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,069,854 633,864

売掛金 671,779 654,733

開発事業未収入金 37,468 99,425

仕掛品 76,033 39,653

前払費用 52,038 57,891

繰延税金資産 79,560 91,531

その他 2,403 5,693

貸倒引当金 △1,003 △916

流動資産合計 1,988,134 1,581,876

固定資産   

有形固定資産 100,525 96,820

無形固定資産   

ソフトウエア 193,519 207,426

のれん 283,536 269,119

その他 38,446 25,263

無形固定資産合計 515,502 501,809

投資その他の資産 193,978 222,403

固定資産合計 810,006 821,033

資産合計 2,798,141 2,402,909

負債の部   

流動負債   

買掛金 235,214 105,060

短期借入金 249,721 63,037

1年内返済予定の長期借入金 252,830 222,288

未払金 282,756 243,751

未払法人税等 27,826 29,435

賞与引当金 119,630 115,939

その他 202,603 256,541

流動負債合計 1,370,581 1,036,053

固定負債   

長期借入金 440,551 366,663

その他 11,760 11,787

固定負債合計 452,311 378,450

負債合計 1,822,893 1,414,504
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 597,029 597,029

資本剰余金 535,699 300,583

利益剰余金 △157,730 89,859

株主資本合計 974,998 987,472

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 249 932

その他の包括利益累計額合計 249 932

純資産合計 975,248 988,405

負債純資産合計 2,798,141 2,402,909
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 1,921,505 2,730,070

売上原価 1,460,513 2,115,833

売上総利益 460,992 614,237

販売費及び一般管理費 ※ 377,673 ※ 588,923

営業利益 83,318 25,314

営業外収益   

受取利息及び配当金 6 21

その他 63 1,026

営業外収益合計 69 1,048

営業外費用   

支払利息 795 3,823

株式交付費 781 －

支払手数料 596 1,434

為替差損 － 377

営業外費用合計 2,174 5,636

経常利益 81,213 20,726

特別損失   

固定資産除却損 － 210

特別損失合計 － 210

税金等調整前四半期純利益 81,213 20,516

法人税等 27,355 8,041

四半期純利益 53,858 12,474

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 53,858 12,474
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 53,858 12,474

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △444 682

その他の包括利益合計 △444 682

四半期包括利益 53,413 13,157

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 53,413 13,157

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

バーチャレクス・ホールディングス株式会社(E32203)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 81,213 20,516

減価償却費 57,468 54,927

資産除去費用 2,901 2,901

のれん償却額 － 14,417

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △86

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,070 △3,691

受取利息及び受取配当金 △6 △21

支払利息 795 3,823

支払手数料 596 1,434

為替差損益（△は益） － 377

株式交付費 781 －

固定資産除売却損益（△は益） － 210

売上債権の増減額（△は増加） △90,161 17,046

開発事業未収入金の増減額（△は増加） 362 △61,957

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,201 31,521

前払費用の増減額（△は増加） △2,493 △5,853

仕入債務の増減額（△は減少） 37,623 △141,718

未払費用の増減額（△は減少） △3,722 15,086

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,059 △9,328

前受金の増減額（△は減少） 19,783 25,616

預り金の増減額（△は減少） 4,840 26,219

その他 1,500 384

小計 98,674 △8,174

利息及び配当金の受取額 6 21

利息の支払額 △796 △3,983

手数料の支払額 △596 △1,434

法人税等の支払額 △46,194 △14,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 51,094 △28,466

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,063 △37,344

無形固定資産の取得による支出 △18,901 △42,635

投資有価証券の取得による支出 △305 △28,690

貸付金の回収による収入 － 450

敷金及び保証金の差入による支出 － △2,122

定期預金の増減額（△は増加） － 900

子会社株式の取得による支出 － △991

保険積立金の積立による支出 △149 △149

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,420 △110,584

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △90,000 △186,684

長期借入れによる収入 － 50,000

長期借入金の返済による支出 △16,668 △154,430

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △6,254 △5,224

株式の発行による収入 119,554 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,631 △296,338

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 35,305 △435,389

現金及び現金同等物の期首残高 252,648 1,066,254

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 287,953 ※ 630,864
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　　　

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

役員報酬 51,690千円 79,770千円

給料 70,878 132,303

賃借料 42,094 49,713

賞与引当金繰入額 14,367 18,466

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 287,953千円 633,864千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △3,000

現金及び現金同等物 287,953 630,864
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　当社は、平成28年６月23日付で、東京証券取引所マザーズ市場に上場した際に120,000株の公募増資を実

施いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ60,168千

円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が553,951千円、資本剰余金が514,944千円となって

おります。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 842,802 1,078,703 1,921,505 1,921,505

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 842,802 1,078,703 1,921,505 1,921,505

セグメント利益 254,250 189,212 443,462 443,462

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 443,462

全社費用（注） △360,144

四半期連結損益計算書の営業利益 83,318

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,511,689 1,218,380 2,730,070 2,730,070

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,511,689 1,218,380 2,730,070 2,730,070

セグメント利益 215,118 205,140 420,259 420,259

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 420,259

全社費用（注） △394,945

四半期連結損益計算書の営業利益 25,314

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 19円16銭 4円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
53,858 12,474

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
53,858 12,474

普通株式の期中平均株式数（株） 2,811,229 2,937,953

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
18円86銭 4円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 43,437 22,484

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）当社は、平成28年６月23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、前第２四半期連結累計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から前第２四半期会計期間末日までの平均株価を期中平均

株価とみなして算定しております。

 

 

 

（重要な後発事象）

 当社は、平成29年５月18日開催の取締役会及び平成29年６月28日開催の定時株主総会の決議に基づき、平成29年

10月２日付で当社を分割会社とする会社分割（新設分割）を実施し、持株会社体制へ移行いたしました。

　本件分割の概要は以下のとおりであります。

 

（１）会社分割の目的

　当社は、顧客と企業の接点の最適化領域でNo.１企業となるという企業理念のもと事業を進めてきましたが、今

後も既存事業及びＡＩやチャットボットなどの新規成長分野に積極的に取り組み、事業規模の拡大及び経営基盤

の強化による更なる事業の成長に取り組んでおります。

　これらを実現するためには、グループとしての企業競争力を強化していくことが必須であり、グループ各社の

権限、責任を明確化し各社の成長を加速させ、グループ経営管理及び業務執行の分離によるコーポレート・ガバ

ナンスの向上を図り、グループ全体の企業価値を最大化する経営体制を構築する必要があると考え、持株会社体

制へ移行いたしました。

 

（２）分割方式

　当社を分割会社とし、新設するバーチャレクス・コンサルティング株式会社を新設分割設立会社とする新設分

割となります。なお、当社は平成29年10月２日をもって、商号を「バーチャレクス・ホールディングス株式会

社」に変更いたしました。

 

（３）会社分割に係る割当の内容

　新設株式会社は、本新設分割に際して普通株式2,000株を発行し、その全部を当社に割り当ていたしました。

 

EDINET提出書類

バーチャレクス・ホールディングス株式会社(E32203)

四半期報告書

17/20



（４）会計処理の概要

　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 最終改正平成19年11月15日）に基づき、共通支配

下の取引として処理いたしました。

 

（５）会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取り扱い

　当社の発行する新株予約権については、本新設分割による取扱いの変更はありません。

 

（６）会社分割により増減する資本金

　本新設分割による資本金の増減はありません。

 

（７）新設会社が承継する権利義務

　新設会社は、平成29年５月18日付新設分割計画書に定める範囲内において、分割期日における当社の分割対象事

業に属する資産、負債、契約上の地位とその他権利義務を当社から承継しております。なお、債務の承継について

は重畳的債務引受の方法によるものとします。ただし、当社と新設会社との関係においては、承継する債務の全部

を新設会社が負担するものとします。

 

（８）債務履行の見込み

　当社及び新設会社においては、本新設分割後も資産の額が負債の額を上回ることが見込まれること、並びに事業

活動においても負担する債務の履行に支障を及ぼす事態の発生は現在のところ予想されていないことから、債務履

行の見込みがあるものと判断しております。

 

（９）新設会社の概要

　商　号　　バーチャレクス・コンサルティング株式会社

　代表者　　代表取締役社長　丸山　勇人

　住　所　　東京都港区虎ノ門四丁目３番13号

　資本金　　20百万円

 事業内容 　ＩＴ＆コンサルティング事業、アウトソーシング事業

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月８日

バーチャレクス・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏木　忠　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹原　玄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバーチャレク

ス・ホールディングス株式会社（旧社名　バーチャレクス・コンサルティング株式会社）の平成29年４月１日から平成30

年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半

期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バーチャレクス・ホールディングス株式会社（旧社名　バーチャレク

ス・コンサルティング株式会社）及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四

半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出
会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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